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令和７年度 自己評価及び学校関係者評価書 

                                 令和８年２月１７日 

                                   江別市立江別第二小学校 

１ 本年度の重点目標 

「なりたい自分になるために」、 

自分の思いを語り、友だちの考えを認め、主体的に学ぶ子 ～紡ぐ～ 

２ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

分 

野 
評価項目 

自己評価 学校関係者評価 

達成
状況 

改善の方策 
自己評価
の適切さ 

改善策の
適切さ 

経
営
方
針
の
重
点 

１．重点目標の達成に向けた組織的な

学校運営 

■教職員評価  肯定評価 100％ 

■保護者評価 肯定評価 96.8％ 
Ａ 

・重点目標（子どもに育成す

る資質・能力）の達成度に

基づく学校改善を図るた

めに、実施→評価→検証・

改善を確実に行う。 

A A 

２．家庭・地域との連携による、信頼

される学校 

■教職員評価  肯定評価 

・情報発信     100％ 

・保護者や地域との連携 97.4％ 

■保護者評価 肯定評価 96.1％ 

Ａ 

・学校だよりやＨＰ、メール

等を通じて、学校の方針や

教育活動の様子を発信す

る。 

・ＰＴＡボランティア活動や

二小っ子見守り隊等を通

じて、教育活動推進に協力

いただくとともに、子ども

の様子を知っていただく。 

A A 

教

育

課

程

・

学

習

指

導 

３．確かな学力を身につけさせる学習

指導 

■教職員評価  肯定評価 

・わかるできる授業づくり 94.7％ 

・基礎基本の定着    100％ 

・個に応じた指導    97.4％ 

・学校改善プランの取組 100％ 

■保護者評価 肯定評価 94.7％ 

■児童評価  肯定評価 

・自分の考えを持つ 91.8％ 

・友達の考えを聞く 92.9％ 

B 

・学校改善プラン（①子ども

主導の授業への改善 ②

基礎基本の定着③家庭学

習習慣の定着）に基づき、

全学級での統一した学習

指導を行う。 A A 

４．ＩＣＴを効果的に活用した、個々

の学びや、協働的な学び（対話）の

充実 

■教職員評価  肯定評価 100％ 

■保護者評価 肯定評価 94.7％ A 

・ＩＣＴのメリット（手軽さ

等）とデメリット（書くこ

との減少等）を整理し、ア

ナログを重視する場面を

具体的に検証する。 

・ＩＣＴ研修や教師間の学び

合いを通して、ＩＣＴの効

果的な活用を進める。 

A A 



５．「ふるさと江別」を学ぶ特色ある

教育活動の推進 

■教職員評価  肯定評価 100％ 

■保護者評価 肯定評価 95.5％ 

A 
・地域人材や施設を十分に活

用し、出前授業や校外学習

に積極的に取り入れる。 

 

A A 

生
徒
指
導 

６．児童の自主・自律的な活動を育む

教育活動を推進する。 

■教職員評価  肯定評価 97.4％ 

■保護者評価 肯定評価 96.7％ 

■児童評価  肯定評価 

・挑戦する     89.6％ 

・自分から取り組む 89.7％ 

Ｂ 

・児童会活動や行事の際には

「なりたい自分」を意識さ

せて、自分たちで考える機

会を保障する。 A A 

７．「いじめ防止基本方針」に基づく

いじめの未然防止及び早期解消へ

の組織的な取組を推進する。 

■教職員評価  肯定評価 100％ 

■保護者評価 肯定評価 92.4％ 

■児童評価  肯定評価 

・誰にでも優しくする 90.3％ 

・友達と協力する  94.9％ 

A 

・いじめは絶対に許さないこ

とを、集会や学級指導を通

じて、全職員で定期的に指

導する。 

・いじめの疑いや生徒指導は

常に複数で対応すること

を徹底し、早期着手・保護

者との連携・組織的対応を

柱に解決を図る。 

A A 

８．コーディネーターを中心に教育相

談を適切に行い、特別支援や不登

校対応を組織的かつ迅速に行う。 

■教職員評価  肯定評価 

・特別支援教育 97.4％ 

・不登校対応  97.4％ 

■保護者評価 肯定評価 91.9％ 

       ※人的・物的環境 

A 

・心の教室相談員・支援員等

も含めた全職員で児童・保

護者に寄り添うことがで

きるように、情報の共有を

定期的に行い、同じ方針で

関われるようにする。 

A A 

小
中
一
貫
教
育 

９.校種間連携を図り、学びの連続性

を意識した指導を行う。 

■教職員評価  肯定評価 97.4％ 

A 

・中学校と連携し、実態と地

域・保護者の願いも汲みな

がら、校区の指導方針の改

善を図る。 

・近隣の子ども園等と職員間

の交流および授業観察を

相互に行い、児童と幼児の

交流を推進する。 

・北翔大との地域連携の具体

的な内容を整理し、互いに

メリットある連携を進め

る。 

A A 

そ
の
他 

10.健康・安全教育の充実を図る。 

校内外の安全確保 

■教職員評価  肯定評価 100％ 

■保護者評価 肯定評価 97.4％ 

健康教育・食育 

■教職員評価  肯定評価 100％ 

■保護者評価 肯定評価 95.8％ 

A 

・教職員の危機管理意識を高

め、マニュアルに基づく指

導を徹底する。 

・訓練の反省をもとに、マニ

ュアルの妥当性を検証し、

改善を図る。 

・保健だよりや食の授業を通

じて、自分の健康を考える

機会を充実させる。 

A A 



11．働き方改革による教職員の働きが

いと、教育の質的向上を図る。 

■教職員評価  肯定評価 89.5％ B 

・生成ＡＩの活用や校務のデ

ジタル化を一層進め、業務

の効率化を図る。 

・効率偏重とならないよう、

活動のねらいを踏まえた

改善に取り組む。 

B A 

【評点】Ａ：よい  Ｂ：おおむねよい  Ｃ：ややよくない  Ｄ：よくない 

 

 

【評価項目の設定、達成状況改善及び改善の方策に関する学校関係者評価委員の意見】 

・先生方の働き方改革は、制度も含めて、さらに取組を進めてほしい。先生方が負担なく働けること

を望む。 

 

・児童のマナー、挨拶の向上を望む。いつでも誰とでもきちんとできることを願う。 

 

・不登校児童への支援は難しい面が多いが、今後も児童や保護者に寄り添った支援を望む。 

 

・いじめについては、学校では相手を思いやった言動が見られるが、家庭ではオンラインゲームなど

を通して「死ね」などの言葉が飛び交っており、言葉が軽くなっていることを危惧している。学校

で道徳などを通じて学んでいる「相手を大切にする知識」と、日常の生活（実践）が乖離している

ことを懸念している。今後も学校と家庭が連携して、相手と自分を大切にする言動を育てる指導の

充実を望む。 

 

 


